
Confidential

令和４年度 若者文化の環境整備に向けた体験会の開催事業

2022.12.26 

【事業報告書】 

KAWASAKI STREET CULTURE



この冊子には主催者・出演者・製作者をはじめ関係会社が管理する機密情報ならびに個人情

報が含まれる可能性があります。各種情報の取り扱いには充分注意し、不要になった際には

シュレッダー処理等、適切かつ安全な方法にて破棄してください。 

CONFIDENIAL
部外秘により取扱注意 ！ 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【事業全体実施報告】 

■事業名称 

  日程  地区  催事名（場所）  コンテンツ 

①  2022年8月14日（日）  多摩区 
「登戸・多摩川 カワノバ」イベン
ト内にて開催 

スケートボード 

②  2022年11月20日（日）  麻生区  白山中学校跡地体育館  スケートボード／BMX 

　令和４年度 若者文化の環境整備に向けた体験会の開催事業 

　【イベントタイトル】　KAWASAKI STREET CULTURE　 

 

■目的 

　川崎市では、将来の人口減少社会を見据え、若い世代をはじめ、あらゆる世代が活躍する持続可能

なまちづくりを進めていく観点から、川崎らしい地域資源である、ブレイキン、BMX、スケートボード等の

若者文化の発信により川崎市の魅力を高め、「若い世代が集い賑わうまち」を目指しており、令和元

（2019）年11月に策定した「若者文化の発信によるまちづくりに向けた環境整備等に関する基本計画」

において、将来的には日常的に練習ができるような施設が市内にバランス良く複数ある状態をめざすこ

ととしている。 

本業務は、若者文化の認知向上、及び環境整備に向けた気運醸成を図るとともに、地域におけるニー

ズや課題を把握し、上記目的の実現に向けた検討をするため、市内を中心に活動している地域人材を

活用した体験会等を開催する。　 

■開催日時／コンテンツ  

概要 

スケートボード  BMX 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令和４年度　KAWASAKI STREET CULTURE 実施結果一覧 

開催日  2022年8月14日（日）  2022年11月20日（日） 

開催場所  多摩川河川敷登戸地区広場「カワノバ」  麻生区白山中学校跡地体育館 

コンテンツ  スケートボード  スケートボード／BMX 

実施内容 

【スケートボード】 

●体験会　 

①11:00-11:45 ②12:00-12:45 ③14:00-14:45 

④15:00-15:45 

※4回、各45分 

※定員各回25名×4計100名（事前募集） 

 

●デモンストレーション 

①13:00-13:20 ②16:00-16:20 

 

 

【スケートパーク開放】 

① 10:00-13:00 ②13:20-16:00 ③16:20-17:00　 

※デモンストレーション以外の時間はスケートパーク

を一般開放 

（定員40名、混雑時は約30分で入れ替え） 

【スケートボード】 

●体験会　 

①10:00-10:45 ②12:00-12:45 ③14:00-14:45　 

※3回、各45分 

※定員各回25名×3計75名（事前募集） 

 

●デモンストレーション 

①10:45-11:00 ②12:45-13:00 ③14:45-15:00 

 

【BMX】 

●体験会　①11:15-11:45 ②13:15-13:45 

③15:15-15:45　※3回、各30分 

※定員各回8名×3計24名（事前募集） 

●デモンストレーション 

①11:00-11:15 ②13:00-13:15 ③15:00-15:15 

申込方法 

川崎市ホームページより募集 

※定員を超える場合は抽選 

※空きがある場合は当日申込み可 

川崎市ホームページより募集 

※定員を超える場合は抽選 

※空きがある場合は当日申込み可 

体験会 
参加人数
（実数） 

【スケートボード】 

①23 ②9 ③7 ④17 計56名 

【スケートボード】 

①22 ②21 ③24 計67名 

【BMX】 

①5 ②8 ③7 計20名 

スケートパー
ク利用者数 
（実数） 

84名（のべ人数）   

当日講師／ 
スタッフ 

【スケートボード】10名 
【スケートボード】8名 

【BMX】4名 

出演者控室  会場仮設テント  体育館内2F 

来場車両  【スケートボード】6台 
【スケートボード】5台 

【BMX】3台 

出演者 
駐車場 

登戸地区広場「カワノバ」内  白山中学校跡地校庭 

備考 
・体験会会場／スケートパーク 

・スケートパークにセクション設置 
体育館内にセクション設置 

【事業全体実施報告】  事業実施結果一覧 



■キービジュアル・ロゴ  

事業推進に当たり、”若者文化=ストリートカルチャー”をシンボライズされるようなキービジュアル

を露出させることで広く市民への認知を図ります。（昨年度から継続） 

※ロゴやイメージを繰り返し踏襲することでイベントの統一感をもたせます。 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@登戸・多摩川 カワノバ  @白山中学校跡地体育館 

【事業全体実施報告】  共通アイテム 



■フライヤー  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8/14 

@登戸・多摩川 カワノバ 

11/20 

@白山中学校跡地体育館 

【事業全体実施報告】  共通アイテム 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【横断幕】 

【スイングバナー】   【プレート】 

サイズ：W3600×H900　素材：ターポリン製 

サイズ：W900×H300 

素材　：アルミ複合板 

サイズ：W660×H1840 

素材　：テトロンポンジ 

【事業全体実施報告】  共通アイテム 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【事業全体実施報告】  共通アイテム 

■アンケート（体験会受付）A4両面・WEB  

■体験会参加誓約書  

8/14 

@登戸・多摩川 カワノバ 

11/20 

@白山中学校跡地体育館 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【事業全体実施報告】  運営体制 

■組織図  

主催者 

川崎市市民文化局市民スポーツ室 

運営・進行D 

Chees 太田 

運営・進行スタッフ 

Chees 村田 

施工管理D 

Chees 

記録 

Chees 佐治 

施工スタッフ 

Chees 

体験会運営・進行  
デモンストレーション関係  

Chees 

受付周り 

Chees  

統括責任者 

Chees 北島 

■役割 

役名  業務内容 

主催者  イベント全体の統括責任者  

統括責任者  イベント全体の運営・進行関係を管理  

運営・進行D  デモンストレーション・体験会の運営・進行管理、参加者受付、感染症対策等の責任者  

運営・進行 
スタッフ 

【受付・案内】  

・会場案内・参加者受付、感染症対策  
（受付・体調管理チェックシート／誓約書受取・マスク着用・手指消毒推奨） 

・受付待機列の整理  

・出演者対応（駐車場所・控室案内・ケータリング）  

【体験会の運営補助】  

・参加者の誘導補助、観客（保護者等）の誘導・整理等  

・アンケート記入所運営→アンケート（配布）回収（体験会会場）  

デモ進行・ 
体験会運営 

・デモンストレーション進行・体験会の運営  

●スケートボード／Chees  

●BMX／スロープショット  

※音響関係はCheesにて管理  

施工管理D  ・会場施工関係責任者/スケートパークセクションの返却  

施工スタッフ   ・会場施工スタッフ  

記録  ・体験会の写真記録  

スケートパーク運営・管理  

Chees  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【事業全体実施報告】 

■アンケート調査を踏まえたニーズや課題等を整理「カワノバ」  

検証結果 

・ 多摩区内からの参加数が80％あった 

・ アンケートに10歳未満のお子様連れの親御さん（30-40代）85%が答えてくれました 

・ 来場目的は「体験会参加（85%）」「パフォーマンス観覧（25%）」が上位となり、 

「スケートパーク利用（15%）」はやや少ない印象であった 

・ イベントで良かった点は「体験会（45%）」「スケートパーク開放（30%）」が上位 

・ 川崎市の若者文化の発信によるまちづくりの取り組みを知らなかった人が50%と過半数 

・ 若者文化の定義しているコンテンツで認知されているのは「スケートボード（80%）」 

「BMX（60%）」「ヒップホップダンス（50%）」であった 

・ 若者文化の定義しているコンテンツで興味あるのは「スケートボード（70%）」 

「ヒップホップダンス（35%）」「スポーツクライミング（35%）」であった 

・ 多摩川河川敷の利用頻度は「月に数回（45%）」「年に数回（25%）」と少ない 

・ 多摩川河川敷にスケートパーク施設ができた場合「利用したい（60%）」と多数 

・ 平日で体験会やレッスンに参加しやすい時間帯は「夜（18:00〜21:00）（35%）」 

「夕方（15:00〜18:00）（30%）」で仕事・学校の都合が理由にあげられる 

・ 週末で体験会やレッスンに参加しやすい時間帯は「午前（9:00〜12:00）（50%）」 

「午後（12:00〜15:00）（50%）」で予定が合わせやすい事が理由にあげられる 

・ スケートボードのスクールに参加したい方が（65%）と多数 

・ スケートボードのスクールの1回あたり参加料金は「2,000円まで（30%）」「1,000円まで（25%）」「3,000

円まで（15%）」と安価な料金体系が求められる 

■ニーズを整理 

　川崎市が若者文化で定義しているコンテンツを利用できる施設が求められています。 

特にスケートボードは東京オリンピック2020以降に需要拡大しているが滑れる場所が少ないことに加

え、気軽く参加できる体験会やスクールが求められている 

■課題等を整理 

・ 日常的にスケートボードやBMXを利用できる場所が求められている 

・ 若者文化の発信によるまちづくりの取り組みを周知する定期イベントの開催が求められる 

・ サンプル数が少ない要因は「社会実験カワノバ」のアンケート実施で分散したため 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【事業全体実施報告】 

■アンケート調査を踏まえたニーズや課題等を整理「白山中学校跡地体育館」  

検証結果 

・ 麻生区内からの参加数が97％あった 

・ アンケートに10歳未満のお子様連れの親御さん（30-40代）68%が答えてくれました 

・ 来場目的は「体験会参加（95%）」「パフォーマンス観覧（38%）」が上位で、 

イベントで良かった点は「体験会とスケートボードのパフォーマンス（78%）」が上位 

・ 体験会の申込は「スケートボード（76%）」「BMX（22%）」であった 

・ 川崎市の若者文化の発信によるまちづくりの取り組みを知らなかった人が83%と多数 

・ 若者文化の定義しているコンテンツで認知されているのは「スケートボード（72%）」 

「BMX（67%）」「ヒップホップダンス（33%）」であった 

・ 若者文化の定義しているコンテンツで興味あるのは「スケートボード（81%）」 

「BMX（62%）」「スポーツクライミング（31%）」であった 

・ 白山中学校跡地体育館にパーク施設ができた場合「利用したい（93%）」と多数が望む 

・ 平日で体験会やレッスンに参加しやすい時間帯は「夜（18:00〜21:00）（43%）」 

「夕方（15:00〜18:00）（67%）」で仕事・学校の都合が理由にあげられる 

・ 週末で体験会やレッスンに参加しやすい時間帯は「午前（9:00〜12:00）（81%）」 

「午後（12:00〜15:00）（57%）」で予定が合わせやすい事が理由にあげられる 

・ スケートボードのスクールに参加したい方が（78%）と多数。1回あたり参加料金は 

「2,000円まで（36%）」「1,000円まで（24%）」と安価な料金体系が求められる 

・ BMXのスクールに参加したい方が（50%）と過半数が望んでいる。1回あたり参加料金は 

「2,000円まで（29%）」「1,000円まで（16%）」と安価な料金体系が求められる 

■ニーズを整理 

　川崎市が若者文化で定義しているコンテンツを利用できる施設が求められています。 

特にスケートボードは東京オリンピック2020以降に需要拡大しているが滑れる場所が少ないことに加

え、気軽く参加できる体験会やスクールが求められている 

■課題等を整理 

・ 日常的にスケートボードやBMXを利用できる場所が求められている 

・ 若者文化の発信によるまちづくりの取り組みを周知する定期イベントの開催が求められる 

・ 紙媒体でのアンケートは視認性の低さや集計時間がかかるためWEB限定にすると良い 



カワノバは河川敷立地のため常駐管理者の配置やインフラ整備が難しい点が課題です。 

 

常駐管理者の配置が出来ない現状では定期的に地域住民と連携するイベントや体験会等を開催し、

有人・無人の中間に位置する管理体制を構築することが最良です。マナー啓蒙や施設の有効的な利活

用に向け、様々な課題の洗い出しや直接対話の機会創出が重要です。体験会等の実施コストは有料

化で賄えます。定期イベント等で地域住民と密接な関わりを持つ事が現状のカワノバ管理において最

低限できる事だと考えます。また、怪我人や問題が発生した際の連絡先の周知が必要です。特に夏場

は日よけが無いため熱中症の危険性が高い施設となります。 

 

一方、白山体育館は屋内で環境面は好条件です。周辺住民の理解を得られるのであれば、施設利用

料を徴収した「曜日限定パーク」が良策だと考えます。地域に定着するまで定期的に継続した運用をす

ることにより、大掛かり設備投資がなくとも利用者は集まるでしょう。 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【事業全体実施報告】 

■今後の施設整備に向けた課題  

検証結果 

Cheesには長年スケートボードを扱ってきた熟練のスタッフが多数います。 

我々が企画運営するイベントに参加された方からはポジティブな反応しかありません。それは１５年

に渡り新横浜公園でスケートボード・BMXを通して喜びの体験を創造して来た結果であり、民営と公

営のバランス感覚は他の事業者にはない独自のノウハウと自負しております。白山体育館の曜日限

定スケートパーク化が出来れば、一般利用者と初心者向けのスクールをバランス良く盛り込み、利活

用の場所を提供すると共に地域の抱える「若い世代が集い賑わうまちづくり」の具体的な対策となり

ます。 

■今後の施設整備に向けた方向性の提案  

　現在のスケートボード施設不足の課題を正しく理解する事が重要です。 

「十分な設備のスケートパークが無い」ではなく「乗って良い場所が全く無い」という惨憺たる状況です。

設備が充実したパーク施設よりも、先ずは駐車場や公園の一角など、何も無い広場でも滑走を許可し

て頂きたいのが現状なのです。市民から寄せられる様々な要望を十分に解決出来る様な対応を考える

と、どうしても事業規模が大きくなり実現まで時間がかかってしまいます。短期で課題を解決するため小

規模小予算で即効性のある働きかけが必要です。 

 

長期的に非日常体験できる場所と、短期的に低予算で日常体験できる工夫、２つの方向性を踏まえた

事業展開が有効であると考えます。 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【事業全体実施報告】  検証結果 

■今後の認知度向上及び地域盛り上げに向けた取組の提案  

1. 積極的なSNS運用 

Instagramの積極的な利用を推奨します。利用者へ確実に情報を届けられ、且つ、 

アカウント運用する事で統計データの収集が可能となります。投稿内容はHPや紙媒体で流してい

る情報の流用で良く、情報分析ツールとして使わない手は無いです。アンケートで集めている年齢

・性別・地域と言った情報を常時リアルタイムで確認可能となります。 

2. 各種イベントの定期開催（スクール、コンテスト、環境美化等） 

施設利用者や地域の方々と直接触れる機会であり、施設管理者が認知される事でマナー向上や

環境改善に多大なメリットが望めます。面識ない人からのアナウンスは聞き流されますが、イベン

トで関係性を持つことで状況が全く変わります。単発でなく定期開催が必要となります。 

3. ターゲットユーザーの再設定 

体験会に参加する親子だけがターゲットではありません。文化の中核に居る地域のユーザー・プレ

イヤーへも広く認知される必要がありますが、現状は親子だけを見ている状態です。地方から上

京する際に川崎市を選び転居する若いプレイヤーが既に多く居ます。川崎市のストリートカル

チャーを目指し彼らは移住して来ましたが、彼らに対してのアプローチが足りないと感じます。体験

会に参加する親子だけでなく、発信するターゲットユーザーの再設定が必要だと思います。 

4. 既存リソースの有効利活用 

市が運用している様々な事業と絡める事でコスパの良い働きかけが可能となります。 

例えば、市のゆるキャラを会場に来てもらうなどは新規事業を仕込むより既存リソースを利活用す

るだけでゼロスタートにはない効果が望めるでしょう。また、他ジャンルとの連携も有効です。

ART・SKATEBOARD・FREESTYLEバスケ等のプレイヤー同士は顔見知りであるくらい文化が近い

ので、他ジャンルと連携させたイベントにより集客や情報拡散のシナジー効果が望めます。市民の

コミュニティーと文化はシームレスに繋がっているものです。 

5. 中長期の段階的展開 

軌道に乗るまでは市からのバックアップ体制のもと施設管理者として成功事例を作り、やがて協力

事業者の負担割合を増やして行く様な協力事業者とユーザーを共に育てる姿勢が重要だと考えま

す。特に白山体育館は都心からもアクセスできる好立地なので、地方の廃校利活用で多くの成功

事例があるスケートパークを作れる非常に可能性を秘めた施設です。認知度向上と地域を盛り上

げるため、明確な中長期ビジョンを立てた運営が必要です 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